
令和８年４月１日  
各区長 様  
              三木市区長協議会連合会長  

               みっきぃ夏まつり実行委員長  
                

 
「みっきぃ夏まつり２０２６」の開催に伴う募金の  
協力について（依頼）  

 
時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 
日頃から区長協議会の運営に格別のご理解を賜り、厚くお礼申しあげ

ます。 
さて、人々が集いふれあい、元気で活力あるまち三木市をアピールす

る市民まつりとして、「みっきぃ夏まつり２０２６」を令和８年８月２９

日（土）に開催します。 
模擬店や屋台コーナー、ダンスや和太鼓などのステージイベント、そ

して、クライマックスを飾る大輪の花火の打上げなど、市民の皆様の力

を結集した市民まつりとして開催すべく計画を進めています。 
 区長協議会連合会としましても、定例理事会においてその趣旨に賛同

し募金に協力することになりました。また、市内企業・事業所への協賛

金依頼や市内公共施設及び協力事業所での募金箱設置による募金依頼を

行います。 
 つきましては、誠に恐縮ではございますが、別添の文書をご回覧いた

だき、一人でも多くの方から募金にご協力いただきますようよろしくお

願い申しあげます。 

記  

１ 募金の期間  令和８年４月１日から６月３０日まで 

 
２ まつりの内容  別紙（開催要領）のとおり  
 
３ 募金の方法  次のいずれかの方法でご入金をお願いいた

します。  
  



(1) 下記事務局まで連絡をいただきましたら、集金に伺い

ます。 

(2) 市役所２階市民協働課、吉川支所市民生活課へ直接届 

けていただく。 

(3) 地区の市立公民館へ直接届けていただく。 

(4) 次の口座へ振り込んでいただく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

（申し訳ございませんが、振込手数料は各自でご負担をお願いします） 

※(1)～(3)は平日午前８時３０分から午後５時までの間で 

受付致します。 

 

 

 

 

     

 

 
 
 
 
 
 
 
 

みっきぃ夏まつり実行委員会事務局  
三木市 市民生活部 市民協働課  

電話  ０７９４－８２－２０００㈹  
        みっきぃ夏まつり担当  

金 融 機 関 名  三井住友銀行 三木支店 
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各 位 

              三木市区長協議会連合会長  
               みっきぃ夏まつり実行委員長  

       

「みっきぃ夏まつり２０２６」の開催に伴う募金のお願い 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 
日頃より、区長協議会の運営に格別のご理解を賜り厚くお礼申しあげ

ます。 

さて、人々が集いふれあい、元気で活力あるまち三木市をアピールす

る市民まつりとして「みっきぃ夏まつり２０２６」を令和８年８月２９

日（土）に開催します。 
模擬店や屋台コーナー、ダンスや和太鼓などのステージイベント、そ

して、クライマックスを飾る大輪の花火の打上げなど、市民の皆様の力

を結集した市民まつりとして開催すべく計画を進めています。 
 区長協議会連合会としましても、定例理事会においてその趣旨に賛同

し募金に協力することになりました。 
また、市内企業・事業所への協賛金依頼や市内公共施設及び協力事業

所での募金箱設置による募金依頼を行います。 
つきましては、誠に恐縮ではございますが、何卒この趣旨にご賛同い

ただき、募金にご協力いただきますようよろしくお願い申しあげます。    

       
 

 みっきぃ夏 まつり実 行 委 員 会  事 務 局  
三 木 市  市 民 生 活 部  市 民 協 働 課  
℡０７９４－８２－２０００ 
みっきぃ夏 まつり担 当  



「みっきぃ夏まつり２０２６」開催要領 
 
 
  １ 目 的   恒例の花火が夏の夜を彩る〝市民まつり〟を開催

することにより、人々が集い、ふれあう機会を創出す
る。また、それらを通して、市民の絆及びふるさと三
木への愛情や誇りを育むとともに、“チーム三木”一
丸となって元気で活力あるまち三木市をＰＲする。 

 
 
  ２ 主 催  みっきぃ夏まつり実行委員会 
 
 
  ３ 開催日  令和８年８月２９日（土） 
         開会予定 午後４時から 

（花火打上は午後７時４５分から） 
 
 
  ４ 場 所  兵庫県立三木総合防災公園（志染町三津田） 
 
 
  ５ 内 容  (１) 花火打上げ   
         (２) 模擬店、屋台 
         (３) ステージイベント 
 
 
  ６ 募金、協賛金 市民の皆様や自治会、各種団体、企業に募金、 

協賛金の協力を依頼する。 
         (１) 三木市内の企業事業所に協賛金を依頼する。 
         (２) 三木市内の公共施設及び協力企業・事業所に 

募金箱を設置する。 
         (３) 会場内の本部テントや案内テント等に募金箱 

を設置する。 
 
 

  ７ 広 報  (１) 市ＨＰ、広報みき等により市民へ周知する。 
         (２) ポスターを作成し、市内の公民館や公共施設、

自治会、協力企業・事業所において掲示する。 
         (３) のぼり旗を会場周辺に設置する。 
         (４) チラシを作成し、市内での新聞折込みととも 

に、公共施設や駅に設置する。 
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miki.lg.jp/site/sou

gourinpokan/

三 木 市 人 権 啓 発 紙

隣保館だより
4月4月
  2 0 2 6  

  

V o l . 5 3 6

ひろがれじ んけんネッ ト ワーク  

◆・ ・ ・ contents・ ・ ・ ◆　
◆ 　 次 ペ ー ジ 　 人 権 の 小 窓 ( 2 8 7 ）
　 　 　 　 全 国中 学生 人権 作文 コ ン テ ス ト 　 内閣総 理大 臣賞
　 　 　 　 福 島県 泉崎 村立 泉崎 中学 校 3 年 　 大 野　 結夢

　 　 　 　「 理 解 か ら は じ ま る こ と 」

◆ 　 裏 ペ ー ジ 　
　 　 　 ・ 4 月隣 保館 カ レ ン ダ ー
　 　 　 ・ 総 合隣 保館 主催 講座 生・ 自主 活動 サー ク ル教 室生 募集
　 　 　 ・ 人 権啓 発D V D を ご 活用く だ さ い

　 　 ( 表紙写真） 三同教「 じ んけんフ ォ ト ＆メ ッ セージコ ン テスト 」 2025年度　 入選作品

　 一瞬の瞬間だっ て見逃さ ない！君たち のすべてが愛おし いんだから ！　（ 新米双子ママ）

4月2～8日は発達障害啓発週間です

https://www.city.
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
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迷
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
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
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⺟
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﹁
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⺟
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⺟
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﹁
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﹂
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︽
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１ ２

世界自閉症啓発デー

３

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

人権相談（ 緑が丘町

公民館） 1 3 : 0 0 ～

４

幸せの日

ト ランスジェンダー

の日

５ ６ ７

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

８ ９

手芸サーク ル

1 3 :3 0 ～

人権相談（ 吉川支所）

1 3 :0 0 ～

1 0

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

1 1

茶道教室

9 :0 0 ～

1 2 1 3

エアロ ビ ク ス教室

1 4 :3 0 ～

1 4

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

1 5 1 6

人 権 相 談 ( 三 木 市 役

所)

1 3 :0 0 ～

1 7

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

1 8

書を 楽 し むき ら き ら

教室

1 3 :0 0 ～

1 9 2 0 2 1

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

2 2

アースデー

2 3

手芸サーク ル

1 3 :3 0 ～

2 4

経営・ 職業相談

1 0 : 0 0 ～

2 5

2 8 2 7

エアロ ビ ク ス教室

1 4 :3 0 ～

2 8 2 9 　 昭和の日

国際盲導犬の日

3 0

人権啓発紙「 隣保館だよ り 」 ４ 月号　 令和8年4月1日発行
三木市市 民生活部人権推進課 　 編集

〒6 7 3 -0 5 0 1 　 三木市志染町吉田8 2 3
　 三木市立総合隣保館　

T E L 0 7 9 4 ｰ8 2 ｰ8 3 8 8 FAX 0 7 9 4 ｰ8 2 ｰ8 6 5 8

E -m a i l : j i n k e n @ c i t y . m i k i . l g . j p

隣保館カ レ ン ダー隣保館カ レ ン ダー隣保館カ レ ン ダー
　 　 日 　 月 　 火 　 水 　 木 金 　 　 土

令和8 年度総合隣保館主催講座

講座生募集！
隣保館では、 以下の講座を 開設し ています。 参加希望

の方は、 お電話でお問い合わせく ださ い。

（ ☎ 0 7 9 4 ｰ8 2 -8 3 8 8 ま で ）

◆ 手 芸 サー ク ル

　 第 2 ・ 第 4 木 曜 日 1 3 : 3 0 ～

◆ 茶 道 教室

　 教 室 生 の希 望 曜 日 ・ 時 間 に

　 応 じ て 開催

◆書を 楽し むき ら き ら 教室

　 第 3 土 曜 日 1 3 : 0 0 ～

◆エアロ ビ ク ス教室

　 第 2 ・ 第 4 月 曜 日 1 4 : 3 0 ～

自主活動サーク ル　 メ ンバー募集　

　 ◆自由が丘空手同好会
　 　 　 (水) (土） 19:30～21:30

　 ◆ＲＡ Ｓ Ｈ(ヒッ プホッ プダンス）
　 　 　 子ども (木） 19:00～22:00

　 　 　 シニア(５ 0歳以上） (木） 13:10～14:00

　 ◆大西道場(空手） 　 　
　 　 　 (月） 19:00～22:00

＊問い合わせ　 82-8388（ 三木市立総合隣保館） まで

人権啓発DVDをご活用 く ださ い

今年度新た にラ イ ブ ラ リ ーに入庫し た 人権啓発D VD で す。

隣保館で 貸し 出し て いま す。

＊いじ め～それぞれの想い　 それぞれの言い分（ 23分）＊いじ め～それぞれの想い　 それぞれの言い分（ 23分）＊いじ め～それぞれの想い　 それぞれの言い分（ 23分）
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 中学生以上・ 一般　 (分野： いじ め問題）対象： 中学生以上・ 一般　 (分野： いじ め問題）対象： 中学生以上・ 一般　 (分野： いじ め問題）
（ 内容） いじ めの被害者・ 加害者・ 傍観者等それぞれの立場から相手の事（ 内容） いじ めの被害者・ 加害者・ 傍観者等それぞれの立場から 相手の事（ 内容） いじ めの被害者・ 加害者・ 傍観者等それぞれの立場から 相手の事
                                       情を理解するこ と の大切さ を描いています。 　  　 　 　 　情を理解するこ と の大切さ を描いています。 　  　 　 　 　情を理解するこ と の大切さ を描いています。 　  　 　 　 　

＊いじ め～それぞれの想い　 それぞれの言い分（ 23分）
　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 中学生以上・ 一般　 (分野： いじ め問題）
（ 内容） いじ めの被害者・ 加害者・ 傍観者等それぞれの立場から 相手の事
             情を理解するこ と の大切さ を描いています。 　  　 　 　 　

＊君の景色を 知っ たと き (30分）＊君の景色を 知っ たと き (30分）＊君の景色を 知っ たと き (30分）
　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  対象： 一般（ 分野： 障がい・ 外国人・ こ ども ）対象： 一般（ 分野： 障がい・ 外国人・ こ ども）対象： 一般（ 分野： 障がい・ 外国人・ こ ども ）
(内容） 障がいのある人、 外国人、 子どもや高齢者等、 多く の人にとっての「 あた　 　(内容） 障がいのある人、 外国人、 子どもや高齢者等、 多く の人にとっての「 あた　 　(内容） 障がいのある人、 外国人、 子どもや高齢者等、 多く の人にとっての「 あた　 　
　 　 　  りまえ」 に不便を感じている人がいることやお互いに支え合 う  ことの　　 　 　  り まえ」 に不便を感じている人がいることやお互いに支え合 う  ことの　　 　 　  りまえ」 に不便を感じている人がいることやお互いに支え合 う  ことの　
　 　 　  大切 さを描いています。　 　 　  大切 さを描いています。　 　 　  大切 さを描いています。

＊君の景色を 知っ たと き (30分）
　 　 　 　 　 　 　  対象： 一般（ 分野： 障がい・ 外国人・ こ ども ）
(内容） 障がいのある人、 外国人、 子どもや高齢者等、 多く の人にとっての「 あた　 　
　 　 　  りまえ」 に不便を感じている人がいることやお互いに支え合 う  ことの　
　 　 　  大切 さを描いています。

＊シ リ ー ズ 映像で 見る 人権の歴史第8 巻　 人と 皮革＊シ リ ー ズ 映像で 見る 人権の歴史第8 巻　 人と 皮革＊シ リ ー ズ 映像で 見る 人権の歴史第8 巻　 人と 皮革
（ かわ） の歴史( 1 9 分）（ かわ） の歴史( 1 9 分）（ かわ） の歴史( 1 9 分）
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 小・ 高学年以上（ 分野： 部落差別）対象： 小・ 高学年以上（ 分野： 部落差別）対象： 小・ 高学年以上（ 分野： 部落差別）
　 (内容） 皮革製品の製造過程を取材し た記帳な映像を通し て部落差別の愚か　 (内容） 皮革製品の製造過程を取材し た記帳な映像を通し て部落差別の愚か　 (内容） 皮革製品の製造過程を取材した記帳な映像を通して部落差別の愚か   
                                                さ や「 いのち」 の大切さを訴える教材です。さ や「 いのち」 の大切さ を訴える教材です。さ や「 いのち」 の大切さ を訴える教材です。

＊シ リ ー ズ 映像で 見る 人権の歴史第8 巻　 人と 皮革
（ かわ） の歴史( 1 9 分）
　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 小・ 高学年以上（ 分野： 部落差別）
　 (内容） 皮革製品の製造過程を取材した記帳な映像を通して部落差別の愚か 
                さ や「 いのち」 の大切さ を訴える教材です。

＊母のさ がし も の ～認知症と と も に生き る～（ 32分）＊母のさ がし も の ～認知症と と も に生き る～（ 32分）＊母のさ がし も の ～認知症と と も に生き る～（ 32分）
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 一般　 (分野： 認知症・ 高齢者）対象： 一般　 (分野： 認知症・ 高齢者）対象： 一般　 (分野： 認知症・ 高齢者）
　 (内容） 認知症の人を含むすべての人が相互に尊重し 合い「 と も に生きる」 　　 (内容） 認知症の人を含むすべての人が相互に尊重し 合い「 と も に生きる」 　　 (内容） 認知症の人を含むすべての人が相互に尊重し 合い「 と も に生きる」 　
　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　       社会の実現をめざし て制作さ れまし た。 　  　 　 　 　社会の実現をめざし て制作さ れまし た。 　  　 　 　 　社会の実現をめざし て制作さ れまし た。 　  　 　 　 　

＊母のさ がし も の ～認知症と と も に生き る～（ 32分）
　 　 　 　 　 　 　 　 対象： 一般　 (分野： 認知症・ 高齢者）
　 (内容） 認知症の人を含むすべての人が相互に尊重し 合い「 と も に生きる」 　
　 　 　 　   社会の実現をめざし て制作さ れまし た。 　  　 　 　 　

＊第1巻＊第1巻＊第1巻 企業に求められるカスタ マーハラスメ ント 対策（ 36分）企業に求められるカスタ マーハラスメ ント 対策（ 36分）企業に求められるカスタ マーハラスメ ント 対策（ 36分）
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　          対象： 企業・ 職場内　 (分野： カスタマーハラスメ ント ）対象： 企業・ 職場内　 (分野： カスタマーハラスメ ント ）対象： 企業・ 職場内　 (分野： カスタマーハラスメ ント ）
   （ 内容） カスハラ の定義、 判断のポイント 、 現場の初期対応、 予防対策、（ 内容） カスハラ の定義、 判断のポイント 、 現場の初期対応、 予防対策、（ 内容） カスハラ の定義、 判断のポイント 、 現場の初期対応、 予防対策、
　 　 　 　  不当なク レーム、 組織と し ての対応などについて描いています。　 　 　 　  不当なク レーム、 組織と し ての対応などについて描いています。　 　 　 　  不当なク レーム、 組織と し ての対応などについて描いています。

＊第1巻 企業に求められるカスタ マーハラスメ ント 対策（ 36分）
　 　 　 　 　 　 　 　    対象： 企業・ 職場内　 (分野： カスタマーハラスメ ント ）
 （ 内容） カスハラ の定義、 判断のポイント 、 現場の初期対応、 予防対策、
　 　 　 　  不当なク レーム、 組織と し ての対応などについて描いています。

隣保館で実施中！
隣保館で実施中！
隣保館で実施中！

Ｌ ｅ ｔ ’ ｓ 　Ｔ ｒ ｙ ！

mailto:jinken@city.miki.lg.jp



